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パ ネル

化
を
求
め
る

男
子

学
生
の

自
殺
な
ど
）

を

典
拠
と

し

た
。

こ

う
し
て

解
放

的
で

あ
る
は
ず
の

民
衆
事
件、

民

衆
物

語
は

い

つ

し
か

男
性
化
さ
れ
る

。

　

こ

う
し
た
「

物

語
の

男
性
化
」

現
象
は
、

在
日

朝
鮮
人
女
性
た
ち
の

渡

航

歴
に

対
し

て

「

強

制
連
行
」

言
説
が

抑
圧
的
な
影

響
を

及
ぼ

す
例
に

も

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

こ

う
し

て

在
日
朝
鮮
人
女

性
た
ち

の

民
族
差
別
と

性
差
別
と

い

う
二

重
の

抑
圧
の

歴
史
が

隠
蔽
さ
れ
る
と
ソ
ニ

ア
・

リ

ャ

ン

は

指
摘
す
る

。

こ

れ

は

鄭
暎
恵
が
描
い

た
よ

う
に、

被
差
別
者
の

中
に

も

存
在
す
る

男
女
間
の

権
力
関

係
を
描
く
こ

と

が

「

反

動
的
」

と

評
さ

れ

る

現
実
と

同
じ
だ

。

権
力
へ

の

抵
抗
言

説
で

あ
る

は
ず
の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

の

政
治
が、

も

う
一

つ

の

権
力
作
用
を
生
み

出
し
、

女

性
を

排
除
し

て

し
ま

う
の

だ
。

　

第
一

世
代
の

民

衆
神
学
が

植
民
地
主
義
的
権
力
構
造
や

普
遍
主

義
を

告

発
し
つ

つ

も
ジ
ェ

ン

ダ
ー

バ

イ
ア

ス

を
克
服
で

き

な
か

っ

た

よ

う
に、

す

べ

て

の

伝
承
や

記
憶

、

そ
れ
ら
に

対
す
る

も
の

が

た

り
や

証
言
に

も
同

様

の

限
界
が

あ
る

。

必
要
な
の

は

「

普
遍
的
」

で

「

客
観
的
」

で

「

純
粋
」

な

語
り
と

い

う

幻
か

ら
の

解
放
だ

。

「

ア

ジ
ア

の

女
性
神
学
」

（
チ
ョ

ン

・

ヒ

ョ

ン

ギ
ョ

ン
）

が

提
唱
し
た
よ
う
に

、

重
要
な
の

は

教
義
的
な

「

純

粋

性
」

で

は

な
く

実
践
で

あ
り、

「

生
き

残
り
と

解
放
の

た
め

の

混

淆
主

義
」

だ
。

　
日

本
国
籍、

男
性、

大
人

、

異
性
愛
者、

正

規
雇
用
労
働

者
と

い

う
同

質
性
を
基

準
と

し
た

マ

ジ
ョ

リ

テ
ィ

ー
的

環
境
に

お

い

て、

マ

ジ
ョ

リ

テ

ィ

ー
的

男
性
の

語
り
は
「

普
遍
的
」

な

語
り
と
し

て

聞
か

れ
る

が

「

男
性

の

声
」

と

認
識
さ
れ
る

場
面
は

多
く
な

い
。

民
衆
神
学
は
「

民

衆
」

を

中

心
と

し
た
ア

ン

グ
ル

を
提
案
し

、

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

神
学
は
父

権
制
的
価
値

観
に

潤
色
さ

れ

た

キ

リ
ス

ト
教
の

脱
構
築
を

提
案
し

た

が
、

こ

れ
ら
は

自

ら

の

「

立
ち

位
置
」

を
明
示
し

た

上

で

神
学
を

語
り
な
お

す
作

業
だ

と

い

え
る

。

「

ジ
ェ

ン

ダ
ー

宗
教
学
」

と

い

う

提
案
は
、

語
ら
れ
る

宗
教
と

語

り
手
と

の

間
の

権
力
関
係
を

暴
露
し、

同
時
に

そ
れ

ら
の

克
服
を
目
指
し

て

い

る
。

も
ち
ろ

ん

ジ
ェ

ン

ダ
ー

だ
け
に

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

を
単
純
化

す

る

こ

と

は
別
の

本
質
主

義
を
招

来
す
る

危
険

性
が

あ
る

が
、

だ
か

ら
と

い

っ

て
、

自
ら
の

属
性
を

透
明
化
し
た
「

わ
た

し
」

に

よ

る
ア

ト
ム

的
語

り
を

推
奨
は
し
な
い

。

な
ぜ

な
ら

「

立
ち

位

置
の

明
示
」

は、

他
者
と

の

連
帯
の

た

め
の

必
要

不
可
欠
な
行

為
で

あ
り、

沈

黙
と
い

う
マ

ジ

ョ

リ

テ

ィ

ー

的
権
力
の

行
使
や

、

謙
遜
を

装
う

自
ら
の

当

事
者
性
の

隠
蔽
と

責
任

放
棄
を

拒
否
す
る

た
め

の

重
要
な

構
え
だ
か

ら

だ
。

　
「

ジ
ェ

ン

ダ
ー

宗
教
学
」

の

探
求
は

、

差
異
や

多
様
性
を

「

裁
き

」

（
創

世
記
十
一

章
）

で

は

な

く
「

祝
福
」

（
使
徒
言
行

録
二

章）

と

受

け
止
め

る

伝
統
に

立

脚
す
る

。

状
況
的
で

多
様
で

あ
る

こ

と

は
自
由
で

開
か

れ

て

い

る
こ

と
の

証
だ
か

ら

だ
。

は

ざ

ま

の

位
置
で

ー
ア

ジ

ア
系
ア

メ
リ

カ

人
フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト
神
学
の

試
み

ー

黒

木

雅

　
子

　
ジ
ェ

ン

ダ
ー

宗
教
学
の

目
標
は
、

白
入
エ

リ

ー
ト
男
性
を
前
提
と

す
る

枠
組
み
に

女

性
や

他
の

マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

を
追
加
す
る

だ
け
で

は

な

く
、

排

除
さ

れ
た
り
周

辺
に

置
か

れ

て

い

る

人
た

ち
の

宗
教
実
践
や

主
体
の

分

析

に
、

ア
カ

ウ

ン

タ

ブ
ル

な

枠
組
み

を

探
る

こ

と

で

あ
る

。

言
う
ま

で

も
な

194（1286）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

パ ネル

く
そ
の

方
法
は
一

つ

で

は
な

く
、

今
回
の

発
表
は

そ

の
一

つ

の

試
み

で

あ

る
。

本
発
表
で

、

「

は

ざ
ま

（
ぎ
き

霽
碕
Φ
Φ
爵

ω

”
凶
o

ρ

凶

暮
 

孱
訟

8
）

」

と

い

う

概
念
を
用
い

る

の

は、

固
定
的
な
境
界
を

想
定
し

た
二

項
対
立

的
枠
組

み

に

引
き

裂
か

れ
る、

ア

ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ

人
キ
リ

ス

ト

教
女
性
と
い

う

複
合
的
マ

イ
ノ

リ

テ
ィ

の

宗
教
的
主
体
を
可

視
化
す
る
た

め

で

あ
る

。

　
一

九
六

〇
年
代
末
に

誕
生

し
た

ア
ジ

ア

系
ア

メ

リ

カ

人
と

い

う
汎
エ

ス

ニ

シ

テ
ィ

は
、

異
質
性、

雑
種
性、

複
数
性
を

含
む

歴

史
的
流
層
的
カ

テ

ゴ

リ
ー
で

あ
る

。

中

国
系

、

フ

ィ

リ
ピ

ン

系
、

イ
ン

ド

系、

韓
国

系、

ベ

ト

ナ
ム

系
な
ど

、

出
自、

言
語

、

階
級、

歴

史、

文
化、

宗
教
の

上
で

多

様
性
を

も
つ

。

さ

ら
に

外
婚
に

よ
る

複
数
人

種
（
ヨ
冒
Φ
鮎

螽
o
Φ
）

の

ア

ジ

ア
系
も

増
加
し
て

い

る
。

こ

の

動
き
は
、

白
人
と

黒
人
の

二

分
法
や
人

種
的
純
粋
性
の

神
話、

「

は

ざ
ま
」

性
を

明
か

に

す
る

。

で

は
カ

テ
ゴ

リ

ー

内
の

多
様
性
を
考
え
る

と
、

汎
エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

は

消
え
る

運

命
か

と
い

う
と、

そ

う
で

は
な
い

。

ア

ジ

ア
系
ア
メ

リ
カ

人
の

人

種
的
「

は

ざ
ま
」

性
（
「

本
当
の
」

ア

メ

リ

カ

人
で

も
ア

ジ

ア
人
で

も
な
い
）
、

反
移
民

／
反

ア

ジ

ア

の

動
き、

「

ガ
ラ

ス

の

天

井
」

は、

社
会
的

、

政
治

的、

宗
教
的

な

連
帯
の

必
要
を
示
し
て

い

る
。

た
と
え
ば

流
動
的、

可
塑

的
、

重
層
的

な
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

ア

イ

デ
ン

テ
ィ

テ

ィ

を
も
ち

な
が

ら、

状
況
に

応
じ
て

汎
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

ア

イ
デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を

使
い

わ
け

て

い

る、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

周
辺
の

日

系
お

よ

び
中
国

系
の

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト

主

流
派
教
会

の

な
か

に

は
、

エ

ス
ニ

ッ

ク

教
会
か

ら

汎
エ

ス
ニ

ッ

ク

教
会
へ

と

対
象
を

広
げ
て

生
き
延
び
よ

う
と

す
る
教
会
が

あ
る

。

第
二

次

大
戦
で

敵
対
す
る

祖
国
を

支
持
し
た
日

系
と

中
国
系
の

キ
リ
ス

ト

教
会
は
、

二

世
代
を

経
て

汎
エ

ス

ニ

ッ

ク

教

会
へ

と

変
容
し
て

い

る
。

　

六

〇
年
代
北
米
の

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

神
学
は

、

従
来
の

神
学
が
い

う
「

人

間
」

の

経
験
が

男
性
の

経
験
で

あ

り
、

そ

こ

か

ら

女

性
が

排
除
さ

れ

る

こ

と
に

よ
っ

て

低
い

社
会
的
地
位
の

維
持
と

補
強
が

な
さ

れ

て

き

た
、

と

論

じ

た
。

と

こ

ろ
が、

そ

の

「

女

性
」

の

経
験
そ

の

も
の

に

潜
む

本
質
主

義

が

構
築
主
義
に

よ
っ

て
、

ま
た

単
】

の

「

女
性
」

の

経
験
と

い

う
前
提
が

エ

ス

ニ

ッ

ク

お

よ
び

性
的
マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

の

女

性
に

よ
っ

て

批
判
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

そ
れ

以
降、

ジ
ェ

ン

ダ
ー

階
層
秩

序
は、

人

種
・

民
族、

階

級、

セ

ク

シ
ュ

ア
リ
テ

ィ
、

宗
教
な
ど

他
の

階

層
秩

序
と

連
動
し
て

捉
え

ら

れ

て

い

る
。

さ
ら
に

、

近
代
的
ヒ

ュ

ー

マ

ニ

ズ
ム

の

も
と

で、

男
性
と

女
性、

白
人
と

非
白
入、

ヒ

ロ

イ
ン

と

被
害
者
な
ど

の

対
立
カ

テ

ゴ

リ
ー

を
反

転
し

後
者
を

高
め

よ

う
と

し
た

初
期
の

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

神
学
や
「

解

放
の

神
学
」

の

問
題
が

指
摘
さ

れ
た

。

そ
れ
は
、

カ

テ

ゴ

リ
ー
内
の

異
質

性
の

抑
圧
と

、

文
化
的
純
粋
性
に

よ

っ

て

も
た

ら

さ

れ
る
閉
じ
た
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

で

あ
る

。

そ

こ

で

純
粋
性
を
生
み

出
す
権
力
構
造
を
問
い

直

し
、

主

体
を

関
係
性
の

中
で

位
置
づ

け
る

の

が
、

ポ

ス

ト

コ

ロ

ニ

ア
ル

批

判
で

あ
る

。

聖

書
の

ポ
ス

ト

コ

ロ

ニ

ア
ル

解
釈
は

、

植
民
者
の

関
心
を

正

当
化
す
る

解
釈
を

問
い

直
す
だ

け
で

な
く、

コ

ロ

ニ

ア
ル

と

見
ら

れ
る

方

法
を
脱

植
民
地

化
の

道
具
と
し
て

流
用
す
る

。

オ

リ
エ

ン

タ
リ

ス

ト

や

ネ

イ

テ

ィ

ビ

ス

ト

と

違
い
、

ポ
ス

ト
コ

ロ

ニ

ア
ル

聖
書
解
釈
は

テ

ク

ス

ト

の

唯
一

の

意
味
を

取
り
戻
す
の

で

は

な

く
、

過
去
と

交

渉
す
る

。

今
日

キ

リ

ス

ト

教
の

聖

書
は、

西
洋
だ

け
に

属
す
る
の

で

は

な

く
、

「

第
三

世
界
」

あ
る

い

は
「

三

分
の

二

世
界
」

の

入
々

が

手
に

し

て

お

り、

ユ

ダ
ヤ

教
と

だ

け
で

は
な
く

、

他
の

テ

ク
ス

ト

と

共
存
す
る

と

こ

ろ

に、

ポ
ス

ト

コ

ロ

ニ

ア
ル

時
代
の

意
味
が

あ
る
と

言
え
る

。

ア

ジ
ア

系
ア

メ

リ
カ

人
の

ポ

ス

ト

コ

ロ

ニ

ア

ル

・

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

神
学
者
は、

ア

ジ

ア

の

文
脈
に

聖
書
を

位
置
づ

け、

家
父

長
制
と

植
民
地
主

義
に

よ
っ

て

生
み

出
さ

れ
た
純
粋
な
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ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

か

ら
、

複
合
性、

関
係
性、

流

動
性
に

注
目
し
て

主

体
の

再
構
築
と

再
交
渉
を

読
み

取
ろ

う
と

し
て

い

る
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

黒

　
木

雅

　
子

　

本
パ

ネ
ル

で

取
り
上
げ
る

「

ジ
ェ

ン

ダ

ー

宗
教
学
」

は、

社
会
の

周

縁

に

位
置
す

る

女

性
の

声
に

耳
を

傾
け
る

こ

と
、

男
性
中
心
主

義
と

西
洋

中

心
主
義
の

解
釈
に

疑
義
を
呈
す
る

批
判
的
な

視
点
を

も
つ

こ

と
、

そ
し
て

女
性
の

み

に

限
ら
ず

性
的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ

な

ど

の

弱

者
の

視
点
を

重
視
す

る

こ

と

を
目
指
し、

宗
教
を
包
括
的
に

論
じ

よ

う
と
す

る

も
の

で

あ
る

。

ジ
ェ

ン

ダ

ー
は

単
な
る

社
会、

文
化
的
に

形
作
ら

れ
た

性
差
と

い

う
意
味

に

と
ど
ま
ら

ず、

現
実
の

不
公

平
や
不
均

衡
を

顕
在
化
し

権
力
関
係
を

指

し

示
す
視

角
で

あ
る
。

宗
教
は

「

ジ
ェ

ン

ダ
ー

」

を

形
作
り、

人

間
を

超

え
た

存

在
の

名
の

下
に

そ

れ
を

権
威
づ

け
し

て

き

た
。

「

ジ
ェ

ン

ダ
ー

宗

教
学
」

は
、

世
界
宗
教
の

家
父

長
制
的
な

性
質
を

批
判
し

て

き
た
フ

ェ

ミ

ニ

ズ
ム

の

長
い

歴
史
に

基
づ
き

、

宗
教
が

女
性
や

少
数
者
へ

の

不

当
な

価

値
観
や

社
会
構
造
の

形
成
に

加
担
し
て

き

た
こ

と

を

明
ら
か

に

す
る
と

同

時
に、

そ

う
し

た

フ

ェ

ミ
ニ

ズ
ム

の

ア
プ
ロ

ー
チ
が
西

洋
中
心
主
義
的

啓

蒙
主

義
や

植
民
地

主
義
に

関
わ
っ

て

い

た
と

い

う
問
題

点
を

も

検
証
す

る
。

本
来、

性
別
や

人
種
や

性
的
指
向
な
ど
に

と

ら
わ
れ
な
い

「

普
遍
」

的
教
え

を

説
く
は

ず
の

仏
教
や
キ
リ

ス

ト
教
か

ら

排
除
さ
れ
て

き

た

人
々

に

対
し
て

、

宗
教

研
究
は

ど

う
向
き

合
う
事
が

出
来
る

か
を

問
う
こ

と

に

な

る

だ
ろ

う
。

　

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

活
躍
す
る

「

宗
教
と

ジ
ェ

ン

ダ
ー

」

研

究
者
の
一

人

U
・

キ
ン

グ
は、

ジ
ェ

ン

ダ
ー

の

視
点
を
積

極
的
に

活
用
す
る
こ

と

な

し

に

は
、

「

ど

の

よ

う
な

宗
教
も
も
は

や

正

し
く

記
述、

分
析

、

説
明
さ

れ

え

な
い
」

、

と

主

張
し

て

い

る

（
囚

冒
瞬

鱒

OOe

。

も
し
ジ
ェ

ン

ダ
ー
が

社

会
の

中
の

性

差
に

ま

つ

わ
る

非
対

称
性
を

あ
き

ら

か

に

す

る
の

で

あ
れ

ば
、

人
間
の

平

等
な

尊
厳
と

解
放
を
目

指
す
宗
教
と

い

う
事
象
の

研
究
に

ジ

ェ

ン

ダ

ー
の

視
点
が

欠

落
し
て

い

る

こ

と

こ

そ

が
、

そ

も
そ

も
不
適

切

で

あ
る

。

宗
教
と
は

本
来
的
に、

暴
力
や
抑
圧
を
正
当
化
す
る
の

で

は

な

く
、

社
会

的
弱
者
の

置
か

れ
た
状
況
を

是
正

し
、

す
べ

て

の

存
在
の

自
由

と

価
値
と

尊
厳
を
主

張
し

、

こ

れ
ら
を

実
現
す
る

べ

き
も
の

で

あ
ろ

う

（

『

ジ
ェ

ン

ダ

ー

で

学
ぶ

宗
教
学
』

田

中
・

川

橋
編

、

世
界
思
想
社、

二

〇

〇
七

年
）

。

ジ
ェ

ン

ダ
ー

の

視
点
を

通
し

て

宗

教、

お

よ

び

宗
教

研

究
を

見
直
す
こ

と

は
、

宗
教
を

伝
統
や

後
進
性
と

、

他
方
フ
ェ

ミ
ニ

ズ

ム

を

近
代
や

世
俗
性
と

結
び
つ

け
る

よ

う
な

二

項
対
立

的
枠
組
み

を

問
い

直

す
こ

と

で

も
あ
る

。

こ

の

作
業
を

通
じ

、

宗
教

的
実
践
を

見
つ

め

な
お

す

機
会
を
提
供
す
る

こ

と

に

も

な

ろ

う
。

ジ
ェ

ン

ダ
ー

の

問
題
は

宗
教
の

巾

に

遍
在
し

て

い

る
。

そ
れ

が

複
雑
で

多
層
的
で

あ
る

か

ら
こ

そ、

多
く
の

人
に

よ

る

さ

ま
ざ
ま
な

視
点
か

ら
の

議
論
が
求
め

ら
れ

て

い

る
。

ジ
ェ

ン

ダ

ー
は、

こ

れ
か

ら
の

宗
教

研
究
に

と
っ

て、

ま
す
ま

す
重
要
な
視
座
と

な

る
だ
ろ

う
。

　

本
パ

ネ
ル

は
、

そ
う
し
た

問
題
提
起
の

ひ

と

つ

と
し
て
、

従
来
の

宗
教

学
で

は

十
分
な

議
論
を
行
っ

て

こ

な

か

っ

た
宗
教
研
究
者
の

姿

勢
を
問
題

に

し

つ

つ
、

日
本、

韓
国、

エ

ジ

プ

ト、

ア

ジ

ア

系
ア

メ

リ
カ

人
と

い

う

非
西
洋
の

女

性
た

ち
を

対
象
に
、

こ

れ
ま

で

の

宗
教
研
究
に

内
在
す
る

偏
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